
 

 

 

鹿屋市第４期教育振興基本計画 骨子案 

 第４期計画（骨子案） 追加、修正箇所の根拠と視点 第３期計画 
１ 序論 第１章 計画策定の趣旨 

 １ 計画策定の趣旨 
 ２ 計画の基本的な考え方 
 ３ 計画の期間 

 第１章 計画策定の趣旨 
 １ 計画策定の趣旨 
 ２ 計画の基本的な考え方 
 ３ 計画の期間 

２ 時代背景教
育の課題等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 本市教育を取り巻く環境 
 １ これまでの取組の成果 ★1（新規追加）  
 
 
 

 
 
２ 社会状況  

  (1) 少子高齢化の進行と人口減社会の到来 
  (2) デジタル化の進展★２（修正） 
  (3) 価値観やライフスタイルの多様化 

 (4) グローバル化の進展 
(5) 子どもの貧困など社会経済的課題 
(6) 地球規模の環境問題への対応 

  (7) 災害に対する意識の高まり（市独自） 

  (8) 地域課題の多様化・複雑化★３（修正） 
(9) ＳＤＧｓの推進 
(10) 国等の教育改革の動向（市独自） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本市の教育環境を取り巻く現状と課題★４（修正） 

(1) 児童生徒数の推移と学校規模 
  (2) 学力          

(3) いじめ、不登校 
  (4) 基本的生活習慣       
  (5) 特別支援教育           
  (6) キャリア教育 

 (7) 体育や運動能力 
    (8) 安全・安心な教育環境 
  (9) 家庭・地域の教育力 
  (10)生涯学習★５（新規） 
   (11) 生涯スポーツ活動 
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第２章 本市教育を取り巻く環境 
 
 
 
 
 
 
１ 社会状況  

  (1) 少子高齢化の進行と人口減社会の到来 
  (2) 高度情報化の急速な進展 
  (3) 価値観やライフスタイルの多様化 
  (4) グローバル化の進展 

(5) 子どもの貧困など社会経済的課題 
(6) 地球規模の環境問題への対応★４（修正） 

  (7) 災害に対する意識の高まり（市独自） 
  (8) 産業構造の変化（市独自） 
  (9) 地方創生の推進 

(10) 国等の教育改革の動向（市独自） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本市の子どもたちを取り巻く現状と課題               

(1) 児童生徒数の推移と学校規模 
(2) 学力 
(3) いじめ、不登校 

  (4) 基本的生活習慣       
  (5) 特別支援教育           
  (6) キャリア教育 

 (7) 体育や運動能力 
    (8) 安全・安心な教育環境 
  (9) 家庭・地域の教育力 

 

１ これまでの取組の成果 
★１ 県項目による 
（内容） 
・第３期の取組概要 
・進捗状況は毎年度「点検・評価」で評価 
・数値目標の達成状況 
  13 項目達成 23 項目未達成 

(4) デジタル化の進展 
★２ 県「高度情報化の進展」から「デジ

タル化の進展」へ変更 
（内容） 
・ Society5.0 時代の到来 
・ 新型コロナ拡大に伴い、社会のＤＸ、Ａ

Ｉ、ロボット等の情報技術の高まり 
・ スマホやＳＮＳ等の普及による子どもの

安全対策が必要 

(8) 地域課題の多様化・複雑化 
★３ 県項目による 
(9) 地方創生・SDGs の推進 
（内容） 
・ SDGs の概要 
・ 新型コロナへの対応、収束後の社会の変

化や人々の行動変容を踏まえた政策を検
討していく今こそ SDGs は重要 

３ 本市の教育環境を取り巻く現状と課題
★４ 市「本市の子どもたちを」→
「本市の教育環境を」へ修正 

（国）我が国の教育をめぐる現状･課題･展望
（県）本県の子供たちを取り巻く現状と課題 
・ 生涯学習や生涯スポーツの事項も記載 

  (10)生涯学習・生涯スポーツ活動 
 ★５ 市独自を新規追加する。 
・県では「子供たちの文化活動」あり。 
・（10）と(11)においてウェルビーイング

を実践していく視点を加える。 



 

 

 

 第４期計画（骨子案） 追加、修正箇所の根拠と視点 第３期計画 
３ 基本目標 第３章 鹿屋市教育大綱 

１ 基本理念 
「未来を創る心豊かでたくましい人づくり」 

～夢や希望を叶え、幸せや生きがいを感じられる地域 
や社会を目指して～ 

２ 基本目標 
 (1) 「未来を切り拓く力を培う教育の創造」 
 (2) 「地域とともに活躍できる生涯学習社会の実現」 

 

 
 
 
 
 

第３章 鹿屋市教育大綱 
１ 基本理念 

「未来を担う心豊かでたくましい人づくり」 
２ 基本目標 
 (1) 「知・徳・体を調和的に育む教育の創造」 
 (2) 「一人ひとりの個性が輝き活躍できる生涯学習 

社会の実現」 
 

４ 今後５年間
に取り組むべ
き施策等 

第４章 今後５年間に取り組むべき施策（基本計画） 
 １ 本市教育施策の方向性 
 ２ 具体的施策の方向性     
 ３ 具体的施策の展開  
 
Ⅰ 未来の創り手となる資質・能力を育む教育の推進 

(1) 確かな学力の向上 
  (2) 英語教育・国際理解教育の推進 
  (3) 特別支援教育の推進 
  (4) キャリア教育の推進 
  (5) 教育の情報化の推進 
  (6) 環境教育の推進 
  (7) 郷土教育の推進 
  (8) 幼児教育の充実 

 (9) 主権者教育 
 (10)消費者教育★８（新規追加） 

(11)福祉教育・ボランティア活動の推進★９（新規追加） 
 

〔計画期間における数値目標〕 
 
Ⅱ 互いに尊重し、豊かな心とすこやかな体を育む教育

の推進 
(1) 道徳教育の充実 
(2) 生徒指導の充実 

  (3) 人権教育の充実 
  (4) 体験活動の充実 
  (5) 読書活動の推進 
  (6) 文化芸術学習の推進★10 

(7) 食育の推進 
  (8) 健康教育の充実 
  (9) 体力・運動能力の向上 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
 
 

第４章 今後５年間に取り組むべき施策 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 今後５年間に取り組むべき施策（基本計画） 
 １ 本市教育施策の方向性 
 ２ 具体的施策の方向性     
 ３ 具体的施策の展開  
 
Ⅰ 次代を生きぬく学力や資質を育む教育の推進 

(1) 確かな学力の向上 
  (2) 英語教育・国際理解教育の推進 
  (3) 特別支援教育の推進 
  (4) キャリア教育の推進 
  (5) 情報教育の推進 
  (6) 環境教育の推進 
  (7) 郷土教育の推進 
  (8) 幼児教育の充実 

 (9) 主権者教育 
 

 
 

〔計画期間における数値目標〕 
 
Ⅱ 豊かな心とすこやかな体を育む教育の推進 
 

(1) 道徳教育の充実 
(2) 生徒指導の充実 

  (3) 人権教育の充実 
  (4) 体験活動の充実 
  (5) 読書活動の推進 
 

(6) 食育の推進 
  (7) 健康教育の充実 
  (8) 体力・運動能力の向上 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
 
 

「担う」⇒「創り」 
・ 予測できない未来に向けて自らが社会を

創り出していくという視点と、2040 年
以降の社会を見据えた持続可能な社会の
創り手という視点から。 

～夢や希望を叶え…を目指して～ 
・ 日本社会に根差したウェルビーイング

の向上の視点を副題として追加。 

Ⅰ 未来を切り拓き生きる能力や資質を育
む教育の推進 

(10) 消費者教育 
★８ 県項目による 

（内容） 
・ 小中学校において、社会科や家庭科を中

心に、消費者教育を教育課程に位置づ
け、教科横断的な視点での取組を推進 

(11) 福祉教育・ボランティア活動の推
進 
★９ 県項目による 

（内容） 
・ 児童生徒の発達段階に応じ、乳幼児・高

齢者・障害者に対する指導計画作成や、
教職員の指導力の向上に努める。 

・ 関係団体や地域の福祉施設等との連携に
より、福祉・ボランティアに関する体験
活動の更なる充実を図る。 

 (6) 文化芸術学習の推進 
★10 県項目を参考に主に学校教育にお
ける文化芸術学習の内容を追加 

（内容） 
・ 各教科等において、我が国の伝統や文化

芸術の理解に係る取組を推進 
・ 学校行事等において、地域の伝統文化の

鑑賞や参加の機会を促進 

「互いに尊重し、」 
・ 日本社会に根差したウェルビーイングの

向上のキーワード「調和と協調」を「互
いに尊重」で表したもの。 



 

 

 

 第４期計画（骨子案） 追加、修正箇所の根拠と視点 第３期計画 
 
Ⅲ 信頼され、地域と協働する学校づくりの推進 

  (1) 学校経営の充実 
  (2) 教職員の資質向上 

(3) 働き方改革の推進★11 
  (4) 開かれた学校づくり 
  (5) 安全・安心な学校づくり 
  （6）学びのセーフティネットの充実 

(7) 学校規模適正化の推進★12（市独自） 
(8) 学校施設の長寿命化推進★13 

  (9) 安全・安心な学校給食の推進★14（市独自） 
  (10) 市立高等学校の活性化  

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 心豊かな人間性を培う生涯学習の推進 

(1) 学習環境の整備 
  (2) 学習機会の充実 
  (3) 学習推進体制の充実 
  (4) 人権教育と啓発の推進 

(5) 平和教育の推進★15（市独自） 
 

〔計画期間における数値目標〕 
 
 
Ⅴ 開かれつながる社会教育の充実 

  (1) 青少年教育の充実 
  (2) 成人教育の充実 
  (3) 家庭教育の充実 
 
〔計画期間における数値目標〕 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅲ 信頼される学校づくりの推進 
  (1) 学校経営の充実 
  (2) 教職員の資質向上 
  (3) 開かれた学校づくり 
  (4) 安全・安心な学校づくり 
  （5）学びのセーフティネットの充実 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
 
Ⅳ 安全・安心な教育環境と教育活動の充実 

(1) 学校の活性化及び学校規模適正化の推進 
(2) 学校施設老朽化対策の推進 

  (3) 学校給食に係る環境整備の推進 
  (4) 市立高等学校の活性化  

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅴ 心豊かな人間性を培う生涯学習の推進 

(1) 学習環境の整備 
  (2) 学習機会の充実 
  (3) 学習推進体制の充実 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
Ⅵ 開かれつながる社会教育の充実 
  (1) 地域の子どもは地域で育てる環境の充実 
  (2) 成人教育の充実 
  (3) 家庭教育の充実 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
Ⅶ 人権を尊重する平和な社会の実現 
  (1) 人権教育と啓発の推進 
  (2) 平和教育の推進 

 
〔計画期間における数値目標〕 

 (3) 働き方改革の推進 
★11 県の新規項目による 

（内容） 
・ 学校・家庭・地域の連携・協働による業

務改善を進める。 
・ 教職員のメンタルヘルス対策に努める 

Ⅲ 信頼され、地域と協働する学校づくり
の推進 

Ⅲ 信頼される学校づくりの推進 
Ⅳ 安全・安心な教育環境と教育活動の
充実 

を統合 

 (7) 学校規模適正化の推進 
★12 学校規模適正化基本方針の改定
（R7.11 策定）に伴う名称変更 

 (8) 学校施設の長寿命化推進 
★13 学校施設長寿命化計画（R3.3 策
定）に伴う名称変更 

 (9) 安心安全な学校給食の推進 
★14 北部給食センター、吾平給食セン
ターの設置に伴う名称及び内容変更 

(4) 人権教育と啓発の推進 
(5) 平和教育の推進 
★15 人権教育はⅡ-③でも記載あり。 
平和教育と統合してⅣで記載。よって、 
施策の方向性「人権を尊重する平和な社
会の実現」は削除。 
(5)平和教育の推進には、「平和の花束」 
だけでなく、 
・平和の語り部・平和学習ガイドの育成 
・平和の写真展（市長部局事業） 
等も記載する。 

青少年教育の充実は、従来の「地域の子
ども…充実」が他の項目と異なり○○教
育でなかったため表現を統一したもの。 



 

 

 

 第４期計画（骨子案） 追加、修正箇所の根拠と視点 第３期計画 
 
 
Ⅵ 市民文化の振興・伝承と生涯スポーツの振興 
                     ★16 

  (1)文化芸術活動の促進と鑑賞機会の充実 
(2)文化財の保存・活用・継承 

  (3) スポーツ活動の推進★17 
  (4) スポーツ交流の推進★18 

 
〔計画期間における数値目標〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅷ 文化の香り高いまちづくりと市民文化の振興・ 
伝承 

  (1) 文化芸術活動の促進と環境づくり 
  (2) 文化財の保存・活用・継承 

 
〔計画期間における数値目標〕 
 
 
Ⅸ 生涯スポーツの振興 
  (1) スポーツ活動の推進 
  (2) スポーツ交流の推進 
 
〔計画期間における数値目標〕 

５ 計画の実現
に向けて 

第５章 計画の実現に向けて 
 １ 地域社会との連携・協力 
 ２ 全庁的な連携体制の構築 
 ３ 県との連携・協力 
４ 計画の進捗状況の確認 

 ５ 新たな課題への対応 
  

 第５章 計画の実現に向けて 

 １ 地域社会との連携・協力 

 ２ 全庁的な連携体制の構築 

 ３ 県との連携・協力 

４ 計画の進捗状況の確認 

 ５ 新たな課題への対応 

 

 

Ⅵ 市民文化の振興・伝承と生涯スポー
ツの振興 
★16 県項目による 
（県）生涯を通じて学び活躍できる環境
づくりとスポーツ・文化の振興 

(3) スポーツ活動の推進 ★17 
(4) スポーツ交流の推進 ★18 
※市民スポーツ課が市長部局へ移管して
いるが、第３期計画と同様に、生涯ス
ポーツに関する部分については記載す
るもの。 


